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報告書骨子案 

 

① 背景（スコープ、言葉の定義、基礎系研究者の理解を促す情報；TPP,
臨床有用性等） 

② アカデミアと企業の守備範囲（得意な領域） 
③ 企業へバトンを渡すタイミングと連携のあり方 
④ アカデミア発創薬をサポートする国のシステムの現状と問題点 
⑤ 臨床予見性を高める試験系（iPS細胞含む）の現況分析 

 


